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不均一系の固体酸反応は均一系の硫酸や塩酸での反応と異なり、酸触媒反応後の中和と廃液処理が不要

なので、環境への負荷の少ないクリーンな触媒反応プロセスとして盛んに研究されている。固体酸触媒と

しては、ゼオライトのようなシリカ・アルミナ化合物、ヘテロポリ

り、その用途は石油精製分野でのファインケミカルズ合成からバ

イオディーゼルの製造など、酸触媒を用いた化成品の製造プロセ

スの広範囲に及ぶ。しかしながら固体酸は陽イオン交換樹脂を除

いては、水を含む系で使用した場合、著しく活性が低下したり溶

解したりするため使用することができず、含水系で用いられる固

体酸触媒は、そのほとんどが陽イオン交換樹脂である。 

今回我々は新規固体酸としてイオ

酸、陽イオン交換樹脂などが知られてお

ン交換能を有する層状金
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酸化物HNbMoO6を調製した。層状金属酸化物は層間のアルカリ金

属カチオンをプロトンに交換でき、層間に強い酸性質を発現するが、

そのプロトン交換体は通常層間が狭いために触媒反応に用いるのは

困難であった。しかし層状HNbMoO6は特異的に反応基質をインターカ

トし（図1）、層間を反応場に使いさまざまな酸触媒反応において高い活性

が得られた

レー

(1)。酸触媒活性をテストする反応の一つであるアルキル化反応に

おいて従来の固体酸（ゼオライト、イオン交換樹脂）を上回る高活性を示

した（表1）。さらに水を含むバイオマスの精製実験などでは陽イオン交換

樹脂に匹敵する活性を得られた(2)。 

 以上、本研究では層状遷移金属酸化物HNbMoO6が高活性な固体酸触媒と
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して機能することを見出した。今後は層間に様々な基質をインターカレー

トする機能の解明を行い、触媒をより有効的に生かす反応プロセスの構築

 

図1 提案する酸反応においてのインターカレートの模式図 
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表1 アニソールとベンジルアルコールとの

フリーデルクラフツアルキル化反応 
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a) SiO2/Al2O3 = 90, JRC-Z-5-90H.
b) SiO2/Al2O3 = 25, JRC-Z-HB25

研究する予定である。 


